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の典型的影響は水循環の異常に現れる」と指摘する。傾向的に年間降雨量の振幅が大きくなっている。 （図２）水循環の異常は農業部門に大きな を及ぼす。特に途上国では以下理由により深刻な影響となる可能性がある。● 　発展途上国は一般 農業依存度が高い。天候異常による農業生産減の経済に与える影響は大きい。● 　天候影響を減らす灌漑設備などのインフラの整備が遅れてい 。● 　農業適地の変化に合わせた作物の改良、あるいは適した作物に切り替え には時間がかかる（作物にあった農業インフラ、販売網の整備などが必要） 。
　農業生産は天候に大きく依存しているた











































































サトウキビ栽培への応用を検討対象とした。そこでの結果を取りまとめてみた。● 　途上国 あっても、保険商品 開発するために必要な気象データが得られる場合がある。気象観測ポイントは首都バンコク周辺に集中するが、地方都市にも利用可能な観測データがある。ただし、データ収集
は簡易な方法で行われており、精度について改善の必要がある。● 　サトウキビ収穫量と降雨量には一定の相関がある。地元の研究機関などの情報を元に一般化すれば年間降水量が一〇〇〇㎜を下回れば収穫量は大きく減少する。この地域では五年に一度の頻度で旱魃被害が発生している。● 　ただし、年間降雨量だけでなく降雨の時期が収穫に大きな影響を与えている。また場所によって降雨量も変化するし、必要とする雨量も異なる。実際の商品開発にあたっては細か データ分析、調査が必要である。地元の農業関連機関などの協力が不可欠である。
● 　農家の抱える課題として七割を超える農家が旱魃被害と答えている。保険料負担など経済的メリット次第ではあるが一定の関心はある。 （図３）
　この研究から、農業天候保険は途上国に
おいても一定の利用可能性があることがわかった。また研究の中で農民からのヒアリングやデータ収集にあたり地元の政府系農業銀行（ＢＡＣＣ）の協力を得たが、同銀行の農業天候保険への 高かった。筆者が同行の総裁と会った際 、 業金融機関にとっての新しい挑戦と位置づける程の意気込みであった。農業天候保険の利用について研究会メンバー企業と継続的に検討をしている。また研究会を開催した国際協力銀行も農業天候保険の商業化を支援するため同行と協力協定を結び、検討を支援している。●商業化のあたっての留意点
　農業保険を商業化する際に想定される保
険の仕組みは以下のとおり。● 　農民が保険を掛け、 受取人も農民 する。● 　特定 作物を対象とし、降雨の時期と量を保障金支払いの
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とする。











































がある。例えば二〇〇八年六月にＮＧＯと国際協力銀行の意見交換の場であるＮＧＯ協議会で天候保険についての意見交換が行われた。ＮＧＯなどからの主な意見は次のようなものである。● 　天候保険をかけたからといっ も被害は減らない。● 　民間企業が儲けるためのも ではないか。● 　保険料は誰が払うの 。貧しい人は払うお金がない。● 　そもそも温暖化は先進国 大量エネルギー消費が原因。先進国 費用を負担すべきだろう。● 　天候リスクは右肩上がりであり、破綻するのではないか。
　そもそも気候変動問題の考え方の差や、
農業天候保険について理解の共有 十分でないことが理由と思われるも 多いが、有用な意見も少なくない。過剰な期待も過小評価も、活用にあたって 障害となる。改めて農業天候保険につい 考えを整理する● 　農業天候保険は、災害被害のうち経済的被害の一部を補填するものであり、唯一無二の手段ではない。● 　被害を受ける可能性があ 農家 自衛策としの補完的手段である また保険の負担もあり、そもそも一定以上の収入を持





















































率性を考えれば、地元ネットワークを通じて行うことになる。開発 保険会社と信頼できる地元パートナーのマッチングおよび地元パートナー 教育 どに公的支援の期待がある。〈保険料抑制〉
　保険商品開発コ ストが課題。当初から農
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